
国際観光文化フォーラム
道後温泉で盛大に開催

交流会

俳
人
・
夏
井
さ
ん
が
講
演

県
内
外
か
ら

人
参
加

「
文
学
活
か
し
た
観
光

振
興
」テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
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松山市在住の俳人、夏井
いつきさんの記念講演

あいさつする藤野理事長（左）と大木
実行委員長（中央）、大谷局長（右）

　
国
際
観
光
文
化
交
流
協
会
（
藤
野
公
孝
理
事
長
）
と
道

後
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
新
山
富
左
衛
門
理
事
長
）
、
愛

媛
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
（
大
木
正
治
理
事

長
）、日
本
旅
館
協
会
愛
媛
県
支
部（
大
木
勝
也
支
部
長
）

は
９
月

日
、「
国
際
観
光
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
道
後
」

を
道
後
温
泉
の
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
で
開
い
た
。

県
内
外
の
温
泉
地
な
ど
か
ら
２
４
０
人
が
参
加
し
た
。

シンポジウム「文学を活かし
た地方の観光振興について」

　
松
山
市
在
住
の
俳
人
、
夏

井
い
つ
き
さ
ん
は
記
念
講
演

「
俳
句
を
知
れ
ば
世
界
が
変

わ
る
」
で
登
壇
。
全
国
の
高

校
生
が
俳
句
を
競
う
「
俳
句

甲
子
園
」
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
上
で
、
「
俳
句
と
観

光
を
結
び
付
け
て
、
松
山
と

い
う
俳
句
の
都
を
愛
し
て
く

れ
る
人
を
増
や
し
て
い
く
活

動
を
続
け
て
い
る
」と
語
り
、

正
岡
子
規
を
生
ん
だ
松
山
に

と
っ
て
俳
句
は
重
要
な
観
光

資
源
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　
◎
講
演
要
旨

　

年
前
の

代
の
頃
、

「
俳
句
で
町
お
こ
し
、
地
域

お
こ
し
」
を
や
ろ
う
と
思
い

立
ち
、
松
山
で
全
国
高
校
俳

句
選
手
権
「
俳
句
甲
子
園
」

を
開
催
す
る
構
想
を
練
り
上

げ
た
。発
起
人
会
の
席
上
で
、

予
算
３
千
万
円
の
調
達
先
を

全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
露
呈
し
、
計
画
は
頓
挫

し
た
。

　
中
学
校
の
教
員
を
８
年
間

や
っ
て
い
た
経
験
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
俳
句
の
種
を
ま

こ
う
と
考
え
て
い
た
。
小
学

生
に
俳
句
を
教
え
る
活
動
な

ど
を
続
け
な
が
ら
、
講
演
会

で
は
「
俳
句
甲
子
園
を
松
山

で
開
き
た
い
」
と
訴
え
続
け

た
。
あ
る
場
所
の
講
演
で
、

松
山
青
年
会
議
所
（
松
山
Ｊ

Ｃ
）
の
文
化
発
信
委
員
会
メ

ン
バ
ー
と
出
会
い
、
彼
ら
が

活
動
支
援
を
申
し
出
て
く
れ

た
。
予
算
規
模
は

万
円
だ

っ
た
が
「
小
さ
く
産
ん
で
大

き
く
育
て
よ
う
」
と
誓
い
合

っ
た
。

　
第
１
回
俳
句
甲
子
園
は
松

山
大
学
で
開
い
た
。
松
山
東

高
校
、
松
山
盲
学
校
な
ど
９

校

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
く

れ
た
。
５
人
１
組
の
チ
ー
ム

が
議
論
で
俳
句
の
鑑
賞
力
を

競
い
合
う
。松
山
東
高
校
は
、

現
在
で
は
俳
句
甲
子
園
の
常

連
校
だ
が
、
第
１
回
の
参
加

チ
ー
ム
は
ラ
グ
ビ
ー
部
だ
っ

た
。

　
俳
句
甲
子
園
は
今
年
の
８

月
下
旬
に
第

回
大
会
を
迎

え
た
。
主
催
は
松
山
Ｊ
Ｃ
か

ら
独
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
俳

句
甲
子
園
実
行
委
員
会
に
移

り
、
予
算
規
模
も
３
千
万
規

模
に
な
っ
た
。
た
だ
地
方
大

会
で
勝
ち
上
が
っ
た
学
校

が
、
松
山
の
全
国
大
会
に
出

場
す
る
と
い
う
甲
子
園
ス
タ

イ
ル
な
の
で
、
運
営
予
算
は

常
に
足
り
な
い
。
地
方
大
会

の
運
営
は
、
俳
句
甲
子
園
の

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
支
え
て
く

れ
て
い
る
。

　
過
去

回
優
勝
し
て
い
る

東
京
の
開
成
高
校
は
、毎
回
、

父
兄
の
大
応
援
団
が
松
山
を

訪
れ
る
。
来
年
の
宿
の
予
約

ま
で
済
ま
せ
て
帰
る
。
日
本

全
国
の
俳
句
結
社
も
俳
句
甲

子
園
を
見
る
た
め
に
松
山
に

来
る
。
俳
句
甲
子
園
は
、
俳

句
と
観
光
を
結
び
付
け
た
。

　
私
が
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

「
プ
レ
バ
ト
‼
」
の
俳
句
コ

ー
ナ
ー
に
出
演
し
て
い
る
こ

と
で
、
い
ま
全
国
に
俳
人
予

備
軍
が
増
え
て
い
る
と
思

う
。
正
岡
子
規
を
生
ん
だ
俳

都
、
松
山
に
全
国
の
俳
句
フ

ァ
ン
を
呼
び
寄
せ
る
活
動
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
。

道後湯之町検番によるお座
付き、芸者踊りと三味線

交流会では「坊っちゃん劇場」
が「よろこびのうた」を披露

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
を

活
か
し
た
地
方
の
観
光
振
興

に
つ
い
て
」
で
は
、
道
後
温

泉
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
の
宮
﨑
光
彦
会
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
法

政
大
学
国
際
文
化
学
部
の
岡

村
民
夫
教
授
、
松
山
市
立
子

規
記
念
博
物
館
の
竹
田
美
喜

館
長
、
木
屋
旅
館
の
グ
レ
ブ

・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
館
主
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。

岡
本
教
授
の
基
調
ス
ピ
ー
チ

「
本
格
温
泉
小
説
の
は
じ
ま

り
」
の
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
３

人
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

実
施
し
た
。

　
岡
村
教
授
は
「
日
本
初
の

本
格
温
泉
小
説
は
、
道
後
温

泉
が
舞
台
の
夏
目
漱
石
の

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
。
ま
た
道

後
温
泉
は
、
近
代
俳
句
生
誕

の
地
で
も
あ
る
」
と
紹
介
。

　
竹
田
館
長
は
「
松
山
市
で

は
、
昨
年
『
子
規
・
漱
石
生

誕
１
５
０
年
記
念
』
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
催
さ
れ
た

が
、
松
山
市
の
行
政
は
文
化

・
芸
術
に
理
解
が
あ
る
。
文

化
・
こ
と
ば
課
が
あ
り
、
正

岡
子
規
や
高
浜
虚
子
な
ど
多

く
の
文
人
や
俳
人
を
輩
出

し
、
夏
目
漱
石
の
『
坊
っ
ち

ゃ
ん
』
や
司
馬
遼
太
郎
の

『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど
小
説

の
舞
台
に
も
な
っ
た
文
化
的

土
壌
を
、
文
化
振
興
、
地
域

活
性
化
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
生

か
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ド

イ
ツ
人
で
、
宇
和
島
市
が
所

有
す
る
「
木
屋
旅
館
」
の
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
バ

ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
氏
は
、
「
夏

目
漱
石
の
翻
訳
本
は
海
外
で

も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
。
日

本
文
学
で
温
泉
に
興
味
を
持

ち
、
一
般
の
日
本
人
よ
り
も

温
泉
文
化
に
詳
し
く
な
っ
て

い
る
西
洋
人
も
多
い
。
サ
ム

ラ
イ
、
ゲ
イ
シ
ャ
、
ス
シ
の

次
に
オ
ン
セ
ン
が
来
る
く
ら

い
だ
（
笑
）
。
「
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ

Ｕ
」
は
外
国
語
の
辞
書
に
も

載
る
国
際
語
で
、
「
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
に
次
ぐ
世
界
遺

産
（
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化

遺
産
）
登
録
を
目
指
す
動
き

も
出
て
き
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

　
◎
岡
本
教
授
の
講
演
要
旨

　
尾
崎
紅
葉
の「
金
色
夜
叉
」

（
明
治

～

年
）
に
は
熱

海
温
泉
と
那
須
塩
原
温
泉

が
、徳
富
蘆
花
の「
不
如
帰
」

（
明
治

～

年
）
に
は
伊

香
保
温
泉
が
登
場
す
る
。
明

治
の
二
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小

説
だ
が
、
川
端
康
成
は
「
温

泉
雑
記
」
の
中
で
、
「
『
金

色
夜
叉
』
や
『
不
如
帰
』
は

余
り
に
有
名
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
熱
海
や
伊
香
保
を
書
い

た
小
説
と
は
決
し
て
い
え
な

い
。
書
い
て
あ
る
の
は
、
熱

海
や
伊
香
保
の
景
色
だ
け
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
本
格
温
泉
小
説
の
創
始
者

は
夏
目
漱
石
で
、
明
治

年

の
温
泉
小
説
三
部
作
と
し
て

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
（
道
後
温

泉
）
、
「
草
枕
」
（
小
天
温

泉
〈
湯
ノ
浦
温
泉
〉
）
、

「
二
百
十
日
」（
内
牧
温
泉
）

が
あ
る
。

　
日
本
近
代
文
学
と
温
泉
は

縁
が
深
く
、
大
正
、
昭
和
で

は
、
田
山
花
袋
「
赤
い
腰
掛

け
」
、
志
賀
直
哉
「
城
の
崎

に
て
」
、
川
端
康
成
「
伊
豆

の
踊
子
」
「
雪
国
」
、
梶
井

基
次
郎
「
温
泉
」
、
田
宮
虎

彦
「
銀
心
中
」
、
井
上
靖

「
し
ろ
ば
ん
ば
」
な
ど
の
作

品
が
あ
る
。

　
開
会
式
の
主
催
者
代
表
あ

い
さ
つ
で
藤
野
公
孝
理
事
長

は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
国
際
観
光
文
化
交
流
協

会
の
目
的
で
あ
る
『
観
光
を

通
じ
た
文
化
交
流
に
よ
る
世

界
平
和
』
は
、
地
域
の
文
化

を
観
光
資
源
と
し
て
世
界
に

発
信
し
、
他
の
地
域
、
ま
た

世
界
各
国
と
の
文
化
交
流
を

通
じ
た
相
互
理
解
と
国
際
交

流
で
、
地
域
の
産
業
、
経
済

の
活
性
化
も
促
す
も
の
だ
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
は
今

回
が
６
回
目
で
、
３
年
前
の

草
津
温
泉
、
２
年
前
の
下
呂

温
泉
で
は
、
温
泉
と
旅
館
の

持
つ
日
本
独
自
の
『
お
も
て

な
し
』を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。

日
本
三
古
泉
の
一
つ
で
あ
る

こ
こ
道
後
温
泉
で
は
『
俳
句

・
文
学
』
が
テ
ー
マ
。
開
催

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
道
後

温
泉
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
」
。

　
ま
た
、
大
木
正
治
実
行
委

員
長
は
「
７
月
に
発
生
し
た

西
日
本
豪
雨
の
風
評
被
害
で

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
元

気
な
道
後
温
泉
の
姿
を
全
国

に
発
信
し
た
い
」
と
力
強
く

あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
の
大
谷
雅
実
四
国
運

輸
局
長
は
「
本
日
、
Ｊ
Ｒ
四

国
が
全
線
運
転
を
再
開
し

た
。
四
国
運
輸
局
と
四
国
ツ

ー
リ
ズ
ム
創
造
機
構
、
Ｊ
Ｒ

四
国
、
四
国
の
地
方
自
治
体

と
観
光
関
連
事
業
者
は
『
旅

で
四
国
を
元
気
に
』
を
テ
ー

マ
に
『
四
国
観
光
復
興
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
展
開
し
て
い

る
が
、
運
転
再
開
と
本
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
が
四
国
の
観

光
復
興
を
け
ん
引
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。




